
ＮＸグループは健康経営に取り組んでいます。

ＮＸグループは、従業員一人ひとりの健康は財産であると考え、従業員のさらなる健康の保持・
増進に向け、経営的視点から従業員の健康づくりに取り組んでいます。
健康経営についてのグループ共通の方針として、「NXグループ健康宣言」を掲げています。
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ＮＸグループ健康経営推進体制

健康経営の実践のため、NIPPON EXPRESホールディングス株式会社 代表取締役社長のもと、各グ
ループ会社社長を健康経営最高責任者として、取組みを推進しています。

健康経営基本方針



日本通運の取組み

健康経営の推進体制

人財戦略部担当役員を健康経営推進責任者とし、人財戦略部が中心となり取組みを推進していま
す。毎月１回、安全衛生委員会の場で労使と、定例会議で健康保険組合と協議し、連携して取組
みを進めています。全国で150人以上の産業保健スタッフが常駐し、きめ細かいサポートができ
る体制も当社の特長です。
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健康課題と取り組み施策

健康経営戦略マップ

健康投資

様々な効果に関連

する健康投資

生活習慣病の予防

メンタルヘルス

対策

健康投資効果

健康投資施策の

取組み状況に関する指標

従業員等の意識変容・

行動変容に関する指標

健康関連の最終的な

目標指標

健康経営で

解決したい

経営課題

１．心身の健康リスクの低減

２．笑顔あふれる職場の実現

３．従業員のパフォーマンス向上

ウォークラリーの

実施

ストレスチェック

禁煙プログラムの

実施

健康情報配信

人間ドック受診に

よる健康増進

ヘルスリテラシー

向上研修

メンタルヘルス

研修

コミュニケーショ

ン力向上研修

ヘルスリテラシー

の向上

疾病の早期発見・

早期治療 特定保健指導

参加人数・目標達

成者の増加

参加人数の増加

満足度向上

満足度向上

受検率の向上

満足度向上

健康ナビ登録率

受診率向上

実施率向上

健全な食生活を送る

従業員割合の向上

プレゼンティーイズム

の低減

アプセンティーイズム

の低減

高ストレス者率の

減少

有所見率の低下

喫煙者率の低下

運動習慣のある従業

員割合の向上

十分な睡眠をとる従

業員割合の向上

ワーク・エンゲイジメ

ントの向上

勤続率の向上

総合健康リスク値

の低減

働き方改革の環境

整備

リモートワーク・

年休取得率の向上

解決したい経営上の課題に対して、健康経営の実施により期待する効果、さらには具体的な施策
に至るまでの繋がりを「健康経営戦略マップ」で整理、把握し、健康経営を推進しています。



健康に関する数値目標

最終的な目標指標

各種指標

2020年 2021年 2022年
2023年
目標

運動習慣のある従業員の割合（%）
※1週間に2回、1回当たり30分以上の運動を実施している人の割合

22.2 23.4 24.4 29.4以上

喫煙率（%） 34.4 34.2 32.4 22.4以下

健全な食生活を送る従業員の割合（%）
※朝食を抜く頻度が週に３回未満の者の割合

72.6 72.5 72.1 77.1以上

十分な睡眠をとる従業員の割合（%） 68.6 69.2 69.3 74.3以上

総合健康リスク値 ー ー 104 93以下

具体的な取組み

定期健康診断の受診はもちろんのこと、35歳以上の社員に対して、３年に１回、人間ドックの受
診促進を行っており、対象者は標準的な人間ドックが自己負担なしで受診できます。
他にも、がん検診や婦人科検診、歯科健診、ＳＡＳ検査等の費用補助を行い、疾病の早期発見に
努めています。

人間ドックの受診促進

疾病の早期発見・早期治療

2020年 2021年 2022年
2023年
目標

アブセンティーイズム
※傷病による欠勤・休職（日）

1.91 1.43 1.99 1.90

プレゼンティーイズム
※出勤しているものの、健康上の問題によって完全な業務パ
フォーマンスが出せない状態。W-Funにて測定。

ー ー 92.7 93.0



2020年 2021年 2022年

人間ドック受診率（%） 22.2 47.1 54.4 

特定保健指導実施率（%） 76.0 75.5 76.9

社内の産業保健スタッフ（保健指導員）が実施しているため、対象者が事業場内で就業時間内に
指導を受けることができます。

特定保健指導の実施

社員が自らの健康維持・増進のために健康の正しい知識を身につけ、行動に移すために、健康保
険組合と連携して2023年5月に健康管理アプリを導入し、登録率向上に努めています。
また、ｅラーニングによるヘルスリテラシー向上研修を毎年異なるテーマで実施しています。

ヘルスリテラシーの向上

生活習慣改善対策

2020年 2021年 2022年

みんなの健康ナビ登録者数（人）
※健康管理アプリの前身

6,391 8,846 10,503 

ヘルスリテラシー向上研修受講者数（人） 20,504 21,624 21,803

運動習慣をつけるきっかけづくりとして、ウォーキングイベントを年に２回開催しています。
支店対抗イベントの実施や、目標達成者を表彰し、賞品を贈呈する等、参加者増加に向けて取り
組んでいます。
また、職場で毎日、決まった時間に、会社独自の体操を行うこととしています。

運動習慣の改善

2020年 2021年 2022年

第１回ウォークラリー参加者数（6月開催）（人） 1,410 2,529 4,238

第２回ウォークラリー参加者数（10月開催）（人） 1,430 3,953 4,308



2020年 2021年 2022年

禁煙プログラム参加者数（人） 57 105 69

卒煙支援として、禁煙外来補助とオンライン卒煙プログラムの補助を行っています。禁煙への意
欲付けとして、禁煙成功者には賞品を贈呈しています。
健康保険組合と禁煙セミナーを開催する他、2023年10月より就業時間内禁煙デーを設定していま
す。

喫煙率の低減

メンタルヘルス不調予防対策

2020年 2021年 2022年

ストレスチェック受検率（％） ー 97.4 97.4

メンタルヘルス講習（ｅラーニング）受講者数（人） 20,420 21,302 22,630

ストレスチェックの集団分析結果を活用し、職場全員面談やワークショップの実施等、職場環境
改善に取り組んでいます。また、メンタルヘルスの知識とセルフケア、コミュニケーション手法
について、テキストと漫画を用いた電子読本を制作し、全社員が閲覧できるようにしています。

また、目的や対象者に合わせた様々なメンタルヘルス教育を展開しています。
□ 全社員対象のｅラーニングによるセルフケア研修
□ 全社員対象のｅラーニングによるコミュニケーション向上研修（傾聴）
□ 管理職向けラインケア研修
□ 新入社員・若手社員向けセルフケア研修
□ メンタルヘルス休職者を受け入れる職場への教育

メンタルヘルス不調の改善


